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時
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於
け
石
獨
逸
網
濟
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名
物
男
，て

.
も
る
ゾ

A

パ
ト
敎
授
の

C

乂'は
朱
國
流
の
听 

Self m
a
d
e

 m
a
n

で
身
も
焚

®

の
間

U

處
し
て
遂

H

大
地
生

ミV

つ
た

0

で
あ
：る
が
、然
か
も
被
は 

単

！

な
t

錢
：：

奴
で
お
く

.ズ：

夙
じ
自
由
主
義

.的
理

.想

か

懷
抱
し

f

熱
心
ガ
社
會
吹
；
論
客
で 

，
あ

つ

た

の

ン

で

も

る

。

し

K

ゾ
ム
パ
ャ
ト
敎
授
ー

5
1

斯
く
の
如
理
想

W

努
力
有
し
た
父 

i

つy

千
八
百
六
十
：三

‘，年
シ
ム
ケ
ス
レ
，
ぺ
シ

(

ハ
ン
タ

)

に
.，生

t

 

P

の

で

ゎ

る
。

教
授
の
.贤
 

歷

V

し
て
許

人
/の

：：

知
づ
得
：る
辩

 ̂

十
ニ
年
の
頃

1
1

併
太
刹
の
し
サ
及
獨
逸
の 

伯
林
で
法
學
及
び
經
濟
學
キ
修
得
せ
し
と

W
、

千
八
百
八
十
八
年
プ

i 

] 
メ 

\

商
業
會
議
听
役 

:
貴
ぐ

が

り
"
次
で
千
：八

.百
九
十
年
：プ
：レ
ス
一
ラ
タ
大
學
の
助
教
授

W

な
り
，千
九
百
六
年
轉
じ
て
伯 

沐
高
等
商
業
學
校
の
教
授
：々な
る
。

E

に
最
近
伯
林
カ
學
教
授

1
1

榮
轉
す
る
じ
至

つ
-;4

の
.で
 

ゎ

る。

0

し
ズ
ン
教
授
の
蚀
行
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'し

V

は、彼
は
富
み
し
父

か

有
せ
し
の
故
か
以
ズ
教
宵
上
宠

 

'分
 

な
修
養

か

積
卞
，ネ得
た
ざ
共

LL、

夙
に
徽
樂
の
巷

r
i

道
述
し
、旦
つ
世
界
の
各
地
か
肩
遊
し
'/其
 

間、社
會
問
姐

1
1

深
く
興

終

か

威

じ
自
か
ら
思
想
上

.では：ラタ

"
サ
！
レ
及
マ
ル
タ

ス1
1

近
づ
く

n
-
n
n

 ̂

 ̂

K 
'
ホ
く
與
は
も
勘
じ
自
か
ら
思
想
上
で
は
ラ
タ
サ
！
レ

及

マ

ク

ス

1
1

近

づ

く

'广
r
i
>
.
f
f
h
-
^
r
^
K
^
L
V
L
f 

り

‘し
<
#
M
r
,

だ
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M
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.

r

r
り
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ト
ば
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T
H
T
M 
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J
r 

>
ガ

妹

，
に
後
者
は

1 

L
L

賤
近
彼
れ
は
獨
逸
經
濟
.學
 

事
の
現
缴
は

-

ざ
：：

く

人

：
，心

：
の

极
 

,
:格

，

li：

於

F

 :

直

：̂
"逕
：
行
：
の

人.t
 

.

間
、

之
れ

..， T
1
:

膝
：
の

下

に

’
粉 

^
波
は

®

々

ぜ

恩

：：肺' シ

H.

モ
ラ 

'界
の
生
動
力
！

1
:辩

す

る

：反

抗 

:
1
T

は
；殆
ん
ど
保

.

.ザ

的

：思
：
想

の

、

.

.彼

れ

がI
T

神

上
：！！

，

鎌

斯

 

W

突

%

妹

L
L

ハ
：
ィ
メ 

 ̂

t
o
. 

,
ト

自
i

の
：
網

占

：
物H

る

網

.
,
^
一
 

‘
主
義
の
上
！

14
i

つ
.て
，思，
ると 

'

ざ
る
可
か
ら

す

W
.

の

0

黄
.か 

.

.

.

.

.

 

u
n
d

 
-

S

◊
.
.
或

：：

は

：sollte 

heissen.

‘ k> 

u
n
d

 

の
で
も
み
。
祝
ん
や
彼
は
服 

文
の
士
で
も

.
る。
卯
？̂此
黯 

の
.：ん
の
で
あ
み
。
，
彼
に
，典 

な
.
く
"彼
が
プ
レ

タ

ラ：ク

1
1

わ

银
ヤ
六
卷

(

ニ 

0
ま)

論

0

時
彼
が
思
想

‘

上.
の：：
，姆

.占
：：

者
n

 

:

る
.

觀
壁
し
；で
も

i

、
0

を
 

界
の
奇
す
，で
も
つ
た

.

y

 

2
v
J
!
n

ス、ゥ

H

パ
I

の
影
響

.

^

受
け

V

人
 

抵

U

 

.

求む：
る必要味

'

^

^
 

U

至
つ
た
の
で
も
る
。
又、彼
は
其
性 

，自
己
の
，學
时
上
，に
於
け
.

る
進
條
妨
ぐ
る
も
の
は

>

誰
人
た

る

か
 

‘

碎

M

す
ん

h

止、ま
す

V

の
憩
度

-

^

時
し
れ
の

-

で
，あ
ぃ
る
？

斯
く 

I

ル
ー
論
難
攻
摩
し
た
の
，で
も
る
。
.

‘

而
し
，て
：現
時
‘

の
.
獨
逸
，
經

.濟
學 

的
'
.

態
庶
は
彼
、が
最
大
の
愁

.

望
S
0
.
ふ
る
.

！.L:

彼
の
血
：脉
廻
る
血 

血
球
な
く
。
猶
太
民
族
通
有
し
た
社

‘
•

會，主
義
的
傾
向
は
深
く 

く 

V

彼
は

ハ

ィ

ン

，
：
"
：
じ、プ
ラ
な

》

' 
其
他

.
-社：會
民
生
黨

‘
'の
名

-H 

プ

ラ

タ

‘
，
ン
の
社

.膚
文
/庫
‘の

如

き

縣

年
：
：
間

ゾ
ム
パ

ダ 

结
し
れ
の
，
てわ：る、而
し
ズ
彼
が
新
し
き
を
求
め
ん

ミ

ず.る努
力 

マ

J

は
常

U

大
學
の
學
生
じ

向
：：

つ
て
人
！
日

も

進

ホ

の

ガ

から 

傳
.
'ふ
.
.る
.點
か

.ら
ー
氣
て

.も，亦
た
其
の
書
中

li.

常

n
s
n
e
.

 

dies so 

w
o 

.
0 
^
.
0
^
0
せる：も見

'
.

V

い：彼

.

.の：意
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®：-
ゾ
察
，

する得る
 

前
，只
妹
利
の
：

照
.：

厘取

'拔
ふ

.，r.

學
！
‘究
.で
，ガ
く
て
、寧
る

1

.個
の
‘鶴 

I
I

於

v

彼̂
れ
じ
及
ぶ
者
は
僅
か

Li,

ク

ナ
，̂
ズ及プユャ，位

 

P

ゾ
サ
及
ィ
プ
セ
シ
の
惑
化
は
マ

.か
^

ネ
る
哈
ん
ど
異
る

二 

W. 

サ
し
隙
に
は
獨
逸
文
壇
の
雜
將
で

も
つ

-;.:

ゲ

^

ハ
か
ト
、力ゃ
プ 

:
、近

世

資

本

主

義

起

源
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i

玉
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.
ナ
サ

5

ン

ミ

交

情

最

ん

f
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わ

W

劳4

と
で
も
を
。
，而
し
て
彼
ゆ
捉
世
资
ネ
生
義
論 

:
:

一
 

：

は
独
自
か
も
の
ド

"
^
:龙
面

.

.な
思
索
⑩
結
某
で
如
何

l
i

彼
が

1

M 

I 

0

ゆ
上
に
其
見
地
，̂求
め
す

L

义
楓
来
だ
け
，
れ
學
购
態

‘庶

を

持

，せ

ん

W

し
わ
こ
ミ
は
近
世
資
木
生
義
賺
第

H

販
の
卷
廣
誦 

の
明
力
に
晋
人
に
示
す
處
で
も
ち
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p
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麟
近
に
於

け
： *
?

獨
遊
經
濟
學
の

.

病
&

す
る
處
ね
ぷ
餘
，力
に
概
念
に

S
U

 

&

れ
，寒
も
き
ほ
之 

.

れ

が

奴

織

め

ら

ん

と

，せ

し

.

黯
で
あ

.

る
。
，換
言
す
れ
ば
槪
：念
の
圓
定
性
を

以

て

®

在

の

流

動

性

 

を
與
I

せ
ん
.

.

す
る
：め

？

 

£

し

か
.
.
.

し

こ

で

：，^

る
0
 

t

微
念
ご
は
本
浓
事
物
の

 ̂

 ̂

m

m
 

f
f
l

 

£

m

f

m

 

 ̂

 ̂

m

m
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M
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 ̂M

通
な
る
點
に
過
ぎ
な

V

>

R

あ
る
。，故
に
さ
れ
を

1
面
ょ

i

見
る

g

は
槪
念
を

如

何

に

徘

溺

 

•

結
合
す
る
も
其
得
る
處
ぱ
只
だ
對
象
の
皮
想
的
改
造
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ペ

ル

グ

ツ

ン

 

の
所
照
數
多

£

徵
お
表
現
に

i

 

c
v

i
#

s

傲
，的
？

を
？

^

幡
せ
し
め
ん
？

る
？

B

n

.

.
,
,

.
,
,
,

於
て
"

單
純
な
る
槪
念
は
不
都
合
な

♦

©

み
，
セ

又

^

擧
上
れ
數
多

®

學
被
を
生

I

等
の

學
派
ほ
各
次
槪
念

.

の
玩
，具
に
-

よ
つ
て
縫
ゆ
る
な
お
遊
戯
を
繼
續
ザ
ぁ

i
1
)
W

ゆ
言
は
雜
し
て
獨 

逸
輕
濟
學
界
に
於
；̂
る

I 

!

部
の
弱
黯
を
指
摘
せ

‘

ぶ

も

の

1
.
K

ふ

を

得

可

<
"例
考
此
學
の
根
本 

概
參
な
る
ポ

j

に
就
き

M

 
0 

t

プ
さ
ダ
ィ
？
^

ッ
ギ
ク
并
ッ
チ
の
如

3̂̂

は
吾
人

 ̂

0

の
勞
力
®

體
的
精 

神
；的
、
•

は
經
濟
上

#

あ
ら
ず
ざ
都
言
せ
る
に

反
.
-
-
?

せ
ク
す
ン
、タ沸ザ；

1
>
y
J

ベ
^

1

4
、

パ
'

、H

ル
ク 

ゆ
ニ
人
位
人
顔
の
務
カ

i

亦

こ

セ

を

主

眼

-4
:

て
居
る
の
で
あ
る

。

. 

0
1
)

而て以上

©

親
本
職
念
.ど
同
ね
く
 

J

ほ

經

濟

學

y

於
m

る
0

爭
の

問

题

，ど

化

せ

る
 

も
®

は
資
本
主
義

-

の
槪
念
で
ぁ
：を

.

。A

彼
，
©

 

t

デ
べ

k

セ
の
政
治
雜
濟
擧
參
考

S

第
！
：

版)

の
如 

t

 

^
 

.ン
ラ
ッ
ト
め
國
家
擧
雕
費
第

H

版

)

の
如
き
別
に
此
名
跡
に
就
い
て
何
等

0

條
項
を
設
け
ざ 

る' 

7̂
.

の
は
始
ネ
で

M

れ
，を
.I
S

 

乂
然
か
ぁ

.

シ
ユ
キ
ラ

I

，ゆ

如

き

ほ

ぼ》

y 

H

ダ

V

の' 
如
き
、其
他 

タ
1

ク

I，

1

プ
、̂

ル

4

 

:

メ
等
何
れ
も
此
概
念
ゆ

.

構
成
を
否
粮

^

て
居
る

‘

の
で
：
.

あ
.

る
。

即

.ち
シ
ム 

,

ク>
-

敎
授
は
ダ

4
A

 

i

ト
の
近
世
資
本
主
義
輸
を
批
評
せ
ム
中
に
叫
全
著
が
捧
げ
を
資
本
主 

義
な
る
根
本
，瓶
念
れ

V

も

パ

ル
-

^
 

.诚

ヤ

t

ク
及
社
會
生
義
的
文
献
に
得
た

@

で
あ
る

。

m

 

む
て
彼
は
：

i

般
の
一
用

-

語
ま
最

4

適
，當

嚴

る
も

0

を
引
用
も
能

も

K

不
狗
、總
て
®
色
殺
於
て

艘
^
れ

.，
る

.

此
槪
念
は
綠
か
お
；盛
漢

U

線
力
に
ま
く
の
意
義
を
有

.
-

か
鼠
ウ

.

不
後
撒
で
あ
る
。
か

.
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• 

' 

.

.
 

' 

.

0
$
0
 

(

 

ニ0
.セ

.
.
)
/

 

: 

§

 

:

魏
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姬
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1

第

二

號

冗

八
 

其
姿
を
沒
す
る
こ

、； <
}

な
か
る
可

&

も
、

任
務
を
果
し
能
ふ
や
は
余
に
於
て
疑 

資
本
主
義
な
る
名
稱

i

徘
す
る
爲
め 

資
本
主
義
を
口
に
し
て
居
る
が
此
場 

て
缺
乏
を
感
せ
る
勞
働
者
の
，

.

携
収
、踐 

く
の
如
さ
不
透
徹
な
社
會
主
義
的
思

第
十
六
翁

(

ニP

八
ツ
：

V

職
，

a

 

&
靈本主義起獨考 

る
が
故
に
、新
開
紙
上
の
論
爭
の
み
に
存
し
此
方
面
よ 

然
か
i

資
本
主
義
な

.

る
槪
：念

が

科

學

上

に

於

て

大

な

.を 

問
で
あ
る

J
n
l
l
w

論
じ
ッ

B

ヤ
ル
ト
、

H

I

レ
ン
べ
ダ
じ
は 

次
-

の
如
く
論

t

て
居
る
ゆ
で
あ
る
ゃ
即
ち
世
：の

0

て 
'は
 

合
に
於

V

彼
等
.

の
，有
す
る
；處
は
富
め
る
資
本
家
ね
よ
ウ 

忍
な
勢
力
職
嫉
に
敝
し
た
不
透
徹

.

な
觀
念

.

で
.

あ
.

る
。.，斯

索
或
は
表
現
方
法
ほ
大
な
る
影
響
を
及
ぱ
し
て
居
る
：の
で
あ
る

‘

が
、然
し
料
學
的
に
は
ぉ

2
^
0
^

 

は
殆
ん
ど
了
解
せ
ら
れ
る
ど
共
れ
否
淀
せ
ら
る
、
の
で
あ
る

J
s
)
w
、

其
傅
タ

i

ク

t

 

I

ン
ホ 

近
著
國
民
辨
濟
原
論
に
於
け
：る
っ
資
本
主
義

』
の
條
項
の
下
に

「

資
本
主
義
灰
資
本
主
：義
的
な
る
語 

k

今

日

、
社

會

な

る

：槪
；念

；，

M
.

制

，

じ
：：

く

經

濟

摩

.上

に

於

て

最

も

大

な

る

任

務

を

演

や

る

標

語

で

あ 

る

が

ポ

れ

が

不

透

傲

な

理

由

よ

ら

し

て

極

め

て

不

調

ホ

の

，も
の
ミ
：せ
ら
.

る

〜

の
で
.

あ
る
。

是 

等
0

語

は

明

か

じ

社

會

主

義

者

へ

に

，よ

つ

v̂
,

齋

ら

さ

れ

た

も

の

マ

あ

る

が

、然

し

又

た

务

ぐ

の

'經 

濟
學
者
に
よ
ウ
て
好
ん
で
適
用
せ
ら
れ
て
居
る
が
、此
の
槪
念
の
.事
實
上
の
內
容
は
膝
聽
た
る 

も

の
で
：あ
る

」
(

五

)

又
乂
ル
ム
ネ
敎
授
は
會
ウ
て「

吾
八
は
今
日
、吾
.

人，が
定
義
し
能
は
ざ
る
總
て
を

直
に
資
本
主
義

W

し

V

ま
現
す
る
を
情

/

^

す
ぐ
の
で
あ
る
レ

(

六)
W
。

要
す
る
じ
以
上
の
餓
氏 

其
傲
、プ
グ
ナ
ー
敎
授
等
の
反

®

意
見
：を
綜
合
し
て
考
察
す
る
時
は
"主
と
し
て
次
に
擧
ぐ
る
か 

如
き
f

f

l

由
に
歸
着
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
ニ

K

瓶
念
は
明
白
透
傲
の
意
義
を
け
る
こ
义
ー
ニ
此 

冗
氣
は
辉
满
發
展
上
餘
ゎ
じ
資
本
の
意
義
を
重
要
視
し
"爲
め
に
資
本
家
ほ
憐
む
可
き
勞
働
者 

を
掠
奪
す
る
な

-

^

ビ
の
野
蠻
的
心
念
を
渡
起
さ
し
む
る
こ
ビ
ニ
ー

 

ニ
此
槪
念
を
定
義
ご
す
る
こ

"

^

 

は
方
法
論
上
の
誤
霞
に

‘

陷
る
こ
主
®

)

此
槪
念
は
現
實
界
に
於
て
何
等
求
む
る
こ
ご
能
は
ざ
る 

空
は
の
廣
微
な
ら
と
云
ふ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
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